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(

3

)

傍
線
a
に
関
し
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(

2

)

全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
。

二
0
二
三
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

[
-
]
（
古
代
）
．
『
―
]
（
中
世
）
•
[
三
]
（
近
世
）
•
[
四
]
（
近
・
現
代
）
の
う
ち
、
自
分
の
専
攻
す
る
時
代
の
問
題
を
選
ん
で
解
答
せ
よ
。
但
し
、
複
数
の

時
代
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
[
-
]
（
古
代
）
次
の
A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。
但
し
、
解
答
用
紙
に
設
問
の
記
号
・
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

丙
寅
、
副
使
大
伴
宿
禰
古
麻
呂
、
自
二
唐
国
一
至
。
古
麿
奏
日
、
大
唐
天
宝
十
二
載
、
歳
在
二
癸
巳
一
正
月
朔
癸
列
、

百
官
・
諸
蕃
朝
賀
。

IIラ

天
子
於
二
蓬
莱
宮
含
元
殿
五
ぞ
朝
。
是
日
、
以
レ
我
、
次
二
西
畔
第
二
吐
蕃
下
『
以
二
新
羅
使
二
次
二
東
畔
第
一
大
食
国
上
ー
。
古
麿
論
日
、

a
息
古
戸
今
、

4
凹
綱
之
朝
コ
貢
日
本
国

h
〈
突
゜
而
今
、
列
二
東
畔
上
へ
我
反
在
二
其
下
一
。
義
不
レ
合
レ
得
。
時
将
軍
呉
懐
実
見
ゴ
知
古
麿

否
肯
色
二
即
引
二
新
羅
使

l

、
次
二
西
畔
第
二
吐
蕃
下
一
、
以
二
日
本
使
一
、
次
二
東
畔
第
一
大
食
上
一
。

(

1

)

全
文
を
読
み
下
せ
。

A
次
の
史
料
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
答
え
よ
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
＠
・
横
書
）



太
政
官
符

B
 元

匿
六
年
六
月
＝
l

H

二
0
二
三
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

次
の
史
料
に
つ
い
て
、
（
一
）
常
用
漢
字
を
用
い
て
全
文
を
読
み
下
し
、

で
、
（
三
）
内
容
に
つ
い
て
知
る
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ
よ
。

應
松
｛
賓
放
生
零
三
宣
條
之
初
條
也

室
園
藷
僧
正
法
印
大
和
尚
位
逼
照
奏
欣
禰
。
謹
案
太
政
官
去
天
平
賓
字
三
年
六
月
廿
―
―
一
日
狩
箭
．
畏
唐
曇
静
法
師
奏

賦
倍
。
夫
套
：
昆
岐
誰
無
長
淀
。
振
；
翻
走
咸
有
添
で
身
。
故
敏
＞
生
招
短
命
之
報
＿
救
＞
死
保
長
年
之
禰
一
伏
請
。
逼
勅
詮
ー
諸

犀
立
．
放
生
池
巖
加
禁
鰤
不
＞
詩
捕
漁
着
。
奉
＞
粒
依
請
者
。
自
添
而
降
毎
國
置
放
生
田
一
似
其
狸
和
六
や
贖
＞
死
之
資
[

而
今
闊
諸
國
臨
鯰
生
之
臣
一
雨
三
日
前
下
。
符
諸
郡
＿

1-司
百
姓
等
一
羮
不
要
之
歳
介
＿
候
國
直
之
臨
視
i
共
及
薮
日
淀

者
呈
宇
．
夫
放
生
者
所
且
活
欲
淀
之
命
綾
祉
賞
絶
之
生
比
也
。
今
如
珈
孟
印
ぷ
コ
知
放
生
一
賓
似
u

致
生
一
伏
望
。
自
今
以
役
使
F
●

蓉
讀
師
若
部
内
苦
行
僕
臨
祗
釣
之
江
海
霞
田
誠
之
山
林
ー
贖
懸
魚
於
網
晋
之
中
涵
芸
知
獣
於
弓
失
之
王
但
其
新
物

シ
ラ
シ
メ

者
歳
始
令
袢
寺
僧
一
向
領
＞
之
。
即
年
終
具
注
枷
炉
贖
之
色
一
附
＞
帳
言
上
4

園
．

6
漢
多
〕

以
前
條
毒
r

，
即
件
．
右
大
臣
宣
奉
虹
感
悠
詰
。
「
二
條
之
ご

（二）

口
語
訳
を
し
た
上

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
犀
D
•横書
）

Gーーー



大
法
師
（
花
押
）

大
法
師
（
花
押
）

法
橋
（
花
押
）

威
儀
師
（
花
押
）

法
眼
（
花
押
）

威
儀
師
（
花
押
）

権
大
僧
都
（
花
押
）

威
儀
師
（
花
押
）

法
印
権
大
僧
都
（
花
押
）

院
司
威
儀
師
（
花
押
）

法
印
権
大
僧
都
（
花
押
）

前
壱
岐
守
中
原
朝
臣
（
花
押
）

法
印
権
大
僧
都
（
花
押
）

大
法
師

別
当
法
印
権
大
僧
都
（
花
押
）

大
法
師
（
花
押
）

公
文
左
衛
門
尉
中
原

仰
如
件
、
寺
宜
承
知
、
勿
違
失
、
故
下
、

天
恩
、
不
耐
地
忍
、
偏
為
奉
資

資
入
道
無
品
親
王
庁
下
河
内
国
金
剛
寺
々
僧
等

A 
問
[
三

二
0
三
二
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

土

課

程

]

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
后
℃
・
横
書
）

(

1

)

読
み
下
し
文
を
記
せ
。
な
お
、
誤
字
脱
字
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
適
宜
傍
ら
に
校
訂
注
を
付
し
て
構
わ
な
い
。

(

2

)

傍
線
部
①
「
院
宣
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
の
様
式
や
機
能
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(

3

)

傍
線
部
②
「
本
所
」
が
こ
こ
で
具
体
的
に
指
す
も
の
は
何
か
記
せ
。

可
早
以
当
寺
四
至
内
白
炭
免
伍
町
所
当
米
、
為
当
寺
学
頭
沙
汰
、
槌
徴
納
千
寺
庫
、
永
代
遂
行
結
縁
灌
頂
等
仏
事
、
奉

後
白
河
法
皇
井
八
条
院
及
代
々
法
親
王
御
菩
提
子
細
事
、

右
、
得
今
月

条
院
御
祈
願
所
、
建
久
二
年
後
白
河
法
皇
特
凝
叡
信
、
被
下

日
解
状
倫
、
当
寺
者
、
草
創
年
旧
、
霊
効
日
新
、
黒
鷲
嶺
之
遺
風
、
伝
貝
葉
於
二
千
余
廻
之
滅
後
、
青
龍

寺
之
瓶
水
、
移
金
蓮
於
三
密
四
曼
之
壇
前
、
誠
是
顕
密
兼
学
之
道
場
、
久
修
練
行
之
古
跡
也
、
因
蕊
、
治
承
二
年
被
点
八

①
 

宣
旨
•
閲
計
一
、
同
九
年
以
仁
和
寺
北
院
号
本
寺
以
降
、
勅

免
寺
領
正
税
以
下
雑
事
、
被
定
置
供
僧
一
＿
一
綱
等
、

御
祈
祷
、
三
宝
紹
隆
之
勅
願
也
、
仏
法
之
盛
、

事
、
凡
酬
四
恩
広
徳
、

興
三
宝
妙
道
者
、
高
祖
大
師
之
本
誓
也
、
望
請
恩
憔
、
早
成
賜
宮
庁
御
下
文
、
遂
行
件
結
縁
灌
頂

②
 

者
、
将
誇
末
寺
之
興
行
、
弥
欲
仰
科
呵
之
明
徳
云
々
者
、
依
請
、
早
所
被
成
御
下
文
也
、
向
後
更
不
可
令
牢
籠
之
状
、
所

正
安
四
年
九
月
十
日

又
抽
補
舟
二
口
秀
学
、
被
勤
行
春
秋
二
季
伝
法
大
会
、
是
則
四
海
静
謡

G
|
 

干
今
登
他
事
哉
、
聖
慮
之
饗
、
向
後
殊
賞
我
山
故
之
者
也
、
当
寺
深
蒙
ー

聖
霊
御
菩
提
、
以
彼
御
寄
進
一
円
内
白
炭
免
伍
町
所
当
米
、
永
欲
遂
行
結
縁
灌
頂
等
仏

（
中
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。



B
 

(

5

)

 

(

4

)

 

(

3

)

 

(

2

)

 

(

1

)

 

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

左
の
史
料
の
読
み
下
し
文
を
記
せ
。

左
の
史
料
で
傍
線
を
付
さ
れ
て
い
る
の
は
誰
か
。

左
の
史
料
の
大
意
と
注
目
す
べ
き
点
を
二

0
0
字
程
度
で
述
べ
よ
。

次
に
挙
げ
る
語
の
読
み
と
意
味
を
記
せ

①

曖

②
鉾
楯

永
原
慶

早
秤
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日

本

史

学

＝

ー

ス

③
与
風

字
程
度
で
述
べ
よ
。

勝
俣
鎮
夫

二
0
二
三
年
度

ニ
修
土
誤
程
l

専
門
祥
目

④
神
載

藤
木
久
志

研
究
史
上
の
意
義
と
問
題
点
を
四

0
0

そ
の
人
物
の
姓
名
を
記
せ
。

（
読
み
は
カ
タ
カ
ナ
で
記
せ
）
。

⑤
頼
母
子

次
に
挙
げ
る
三
名
の
戟
国
時
代
に
関
す
る
学
説
を
比
較
し
、

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
盆

8
摸
書
）

り`



問
言
―
]

設
問
（
1
）
右
の
史
料
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

（
近
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
三
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
犀D•横
書
）

A

左
の
史
料
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
将
軍
徳
川
家
慶
が
日
光
社
参
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
前
年
に
出
さ
れ
た
触
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

今
度
日
光
山
御
宮
御
参
詣
之
節
、
万
端
御
手
軽
二
被
遊
、
下
々
迄
茂
無
益
之
失
費
無
之

様
と
の
思
召
候
、
依
而
万
石
以
上
ヲ
始
御
供
其
外
、
日
光
表
江
罷
越
候
面
々
井
家
来
下
々
二

至
迄
、
衣
類
、
諸
道
具
等
可
成
丈
質
素
二
致
し
、
無
益
之
儀
無
之
様
可
被
致
候
、
且
又
御
旅
館
、

御
昼
休
等
御
座
所
辺
述
茂
、
格
別
見
苦
敷
無
之
分
者
、
其
儘
二
而
御
用
立
、
左
様
二
茂
難

相
成
分
者
、
随
分
手
軽
二
致
修
復
、
座
敷
向
其
外
旅
宿
等
者
、
猶
又
有
来
り
之
儘
二
而
不
苦
、

若
難
捨
置
分
者
手
軽
二
取
繕
、
何
れ
可
成
二
御
用
相
弁
候
得
者
、
宜
儀
与
相
心
得
可
被
申
候
、

尤
、
御
固
筋
之
儀
者
、
御
先
格
之
通
た
る
へ
き
事
二
候
、
乍
然
、
其
内
二
茂
、
簡
易
二
相
成
宜

儀
も
候
ハ
ヽ
可
被
申
聞
候
事

(

2

)

 

日
光
社
参
の
準
備
は
、
で
き
る
だ
け
簡
便
に
す
る
よ
う
求
め
た
背
景
に
つ
い
て
、

当
時
の
国
内
外
の
情
勢
を
ふ
ま
え
て
述
べ
な
さ
い
。

た

r
l

／
 

ヒ

J



人
々
御
中

天
正
十
九
年
八
月
廿
日

｛
芯
上
力
）

ロ
ロ

か
る
で
あ
ろ
•
か
ら
は
様

謹
ょ
令
啓
状
一
候
。
的
常
年
千
五
百
九
十
年
二
朗
磨
よ
り
我
等

（

打

之

保

力

）

｛

ド

ン

・

・

一

、

ゲ

ん

）

従
子

□ロ
ロ
。
と
ん
・
ミ
け
る
、

名
の
御
馳
走
な
さ
る
、
内
マ

御
前
の
御
取
合
を
な
さ
れ
、

御
身
＿
一
引
う
け
ら
れ
、

然
れ
ハ
其
表
の
諸
大

尊
老
別
而
御
心
を
被
レ
添
、
剰
は
つ
は
様
の

（

キ

ッ

ン

タ

ン

ダ

ー

が

）

日
本
の
き
り
し
た
ん
た
あ
て
の
上
を

（

コ

ン

パ

ニ

ャ

）

（

．

ぐ

ド

レ

）

こ
＞
も
と
に
在
菌
の
こ
ん
は
に
や
の
は
て
れ
達
の

（

ド

ン

・

ミ

1
,
I
V
`
}

御
悩
ミ
ま
て
も
被
如
炉
調
候
由
、
畏
入
存
計
候
、
又
と
ん
・
ミ
け
る
に
封
せ
ら

（

キ

"
9

、

ン

タ

ン

ダ

ー

テ

）

且
ハ
日
本
國
中
の
き
り
し
た
ん
た
あ
て
に

れ
御
馳
走
の
事
、

封
せ
ら
る
A

御
取
合
、

家
身

-

l

到
る
ま
て
、

無
異
鍛
令
二
帰
國
候
。

か
れ
こ
れ
恭
次
第
、

即
奉
レ
捧
へ
き
外
無
畑
他
候
。

衆
、
演
説
を
も
て
あ
ま
り
に
添
存
候
問
、

の
悦
を
穎
し
奉
ら
す
ん
ハ
、
物
知
す
と
存
候
間
、
聯
其
万
一
を
奉
レ
述
候
。
随
閲

b

吃

ロ

□三
ヶ
年
已
来
、
日
本
國
中
撼
追
捕
使
関
白
秀
吉
卿
よ
り
、

）
 

ロ
ロ
ロ
た
ん
衆
・
伴
天
連
達
に
封
し
障
碍
を
な
さ
れ
候
。
今
度
伴
天

□日
｀

口

豆

／

竺

其

御

調

御

上

洛

候

。

於

様

鉢

は

、

以

伴

犬

連

書

面

、

四

被

ロ
ロ
ロ
｝
候
間
、
不
レ
能
巨
細
候
、
恐
恨
謹
―
―
-
E
0

(

1

)

傍
線
部

a
に
お
け
る
「
と
ん
・
ミ
け
る
」

氏
名
は
洗
礼
名
を
用
い
て
も
構
わ
な
い
。

と
は
誰
か
。

(

2

)

傍
線
部
b
に
お
け
る
「
伴
天
連
達
」
に
対
す
る
「
障
碍
」
と
は
何
か
。
可
能
な
限
り
詳
し
く
説
明
せ
よ
。

(

3

)

全
文
（
本
文
の
み
）
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
「
は
つ
は
様
」
は
ロ
ー
マ
教
皇
を
、
「
こ
ん
は
に

や
」
は
イ
エ
ズ
ス
会
を
、
「
ヴ
ィ
ジ
タ
ド
ー
ル
」
は
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
を
、
宛
所
の

「
か
る
で
あ
ろ
•
か
ら
は
様
」
は
ロ
ー
マ
の
枢
機
卿
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ラ
ッ
フ
ア
を
意
味
す
る
。

B

左
の
史
料
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
三
年
度

【

修

土

課

程

】

専

門

科

目

「
帰
国
」
し
た
事
情
と
と
も
に
氏
名
を
答
え
よ
。

修
理
大
夫
晴
信
（
花
押
）

せ
め
て
此
一
通
を
も
て
心
中

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日

本

史

学

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
靡D•横
書
）

難
乙
盪
二
紙
t
]
候
。
我
等
枠

（

a．
ン

・

・

勺

、

ゲ

ル

）

と
ん
・
ミ
け
る
其
外
の

※

w
e
b
掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵

¢ ／ り



ベ
平
連

無
上
政
法
論
万
朝
報

日
清
戦
争

七
博
士

二
0
二
三
年
度

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

解
釈
改
憲

問
題
〔
四
]

ハ

ー

グ

非

核

三

原

則

不

戦

条

約

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
斜

日

本

史

学

「

一

ー

ス

※

解

集
団
的
自
衛
権

北
村
透
谷

つ
け
る
こ
と
。 （

近
・
現
代
）

国
際
聯
盟

左
の
A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

特
需
景
気湾

岸
戦
争

つ
い
て
‘
―
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

日
露
戦
争

近
衛
文
麿

＊
語
句
の
配
列
は
順
不
同
で
あ
る
。
答
案
中
の
指
定
語
句
に
は
傍
線
を

A

次
の
語
句
を
用
い
て
、
日
本
の
近
現
代
に
お
け
る
反
戟
論
・
平
和
論
に

入
学
試
験
閉
題

答
は
別
紙
盆D
•横
―
-
―
―
―
声

ヽ

e
l
 

ー

「

l
i，
 



て
、
親
方
の
漬
る
る
を
平
然
歓
喜
す
る
中
に
、
生
川
鉄
忠
氏
は
真
に

五
万
の
神
職
私
利
の
み
打
算
し

そ
う
そ
う
い
し
。
し
か
し
な
が
ら
、
住
吉
の
松
さ
え
枯
れ
思
さ
る
る
世
の
中
、
神
風
も
一
向

鉄
中
の
跨
々
と
謂
い
つ
べ

ご

づ

め

、

さ

し

も

神

教

の

聖

地

と

外

国

ま

で

閏

こ

伊
勢
に
吹
か
ぬ
と
見
え
、
誰
も
生
川
氏
の
後
詰
を
な
す
者
な
く

て
、
昨
年
六
月
ま
で
に
、
三
重
県
は
五
千
五
百
四
十
七
社
を
減
じ
て

え
た
る
、
伊
努
態
野
の
土
に
つ
い

一
の
み
を
存
し
、
和
歌
山
県
は
、
昨
年
十
一
月
ま
で
に
三

九

百

四

十

二

社

、

す

な

わ

ち

在

来

数

の

七

分

の

土

う

か

千
七
百
社
を
六
百
社
、
す
な
わ
ち
従
前
の
六
分
一
ば
か
り
に
減
ぜ
り
。
例
せ
ば
伊
勢
の
相
可
一
村
の
み

あ
わ

に
て
も
、
式
内
社
三
社
を
破
却
し
、
式
内
大
分
神
社
は
式
外
の
社
に
併
さ
れ
、
相
鹿
上
神
社
は
名
の
み
他

の
式
内
社
に
併
せ
て
、
神
林
を
全
伐
し
、
他
の
一
の
式
内
社
は
、
合
祀
後
訳
も
な
く
相
生
神
社
と
改
偉
口

い
に
し

つ
い
ん
や
。
紀
州
の
滝
尻
王
子
社
は
、
古
え
熊
野
参
詣
の
輩
、
こ
れ
を
下
品

る
。
世
間
の
こ
と
何
ぞ
対
な
か
ら

｀
つ
の
第
一
の
楽
土
と
仰
ぎ
し
由
、
『
盛
衰
記
]
に
見
え
、
陸
奥
の
秀
衡
が
黄
金
ず
く
め
に
て
建
立
せ
る

た
て
史
つ
か
い
し

、
釈
に
て
前
年
大
学
に
て
叡
覧
に
供
し
奉
り
し
滝
尻
懐
紙
の
成
り
し
名

七
堂
配
即
、
天
正
時
代
ま
で
存
し

所
な
り
。
し
か
る
に
合
祀
の
後
こ
れ
を
十
郷
神
社
と
号
し
、
神
職
の
社
宅
を
作
る
と
て
老
梱
を
伐
り
売

り
、
そ
の
神
職
は
た
ち
ま
ち
死
亡
せ
る
も
、
今
も
な
お
近
傍
の
神
林
を
伐
り
つ
つ
あ
り
。

〔
中
略
〕

そ
く
積
み
立
つ
る
よ
う
人
民
に
迫
り
、

も
し
く
は
知
る
べ
き
樹
木
少
な
き
社
を
、
一
町
村
一
社
と
定
め
、
由
緒
、
地
勢
等
を
一
切
構
わ
ず
、
諸
社

か
ん
じ
r~

き
ょ
う
こ
う

｀
り
に
合
併
し
て
神
林
を
伐
尽
せ
し
む
。
よ
っ
て
人
民
の
恐
憧
迷
惑
一
方
な
ら
ず
、
奸
人
機
に
乗
じ

て
私
利
を
営
む
者
多
じ
。

も
っ
て
合
併
を
強
行
し

多
く
は
郡
役
所
、

よ
っ
て
一
町
村
一
社
の
制
を
励
行
し
て

な

く
演
す
を
自
冶
の
美
挙
と
倣
し
、

ざ

三
千
円
と
霜
り
上
げ
、

村
役
場
に
近
き
社
、

和
歌
山
県
は
五
千
円

大
阪
府
は
六
千
円
ま
で

基
本
財
産
を
増
加
し
て
、
さ
っ

社
格
の
高
下
に
関
せ
ず
、

に
集
ま
ら
ず
。

最
初
五
百
円
積
ま
ば
千
円
、
次
に
二
千
円
、

地
勢
、
民
情
を
問
わ
ず
、

幾
年
内
に
こ
れ
を
立
っ
べ
し
と
い
う
—
く
、
加
う
る
に
合
祀
の
処
置
は
、

れ
を
庁
県
知
事
に
任
せ
、
知
事
ま
た
こ
れ
を
、
功
績
の
〗
i
旦
に
の
み
汲
々
た
る
郡
村
長
に
一
任
せ
し
な

り
。
地
方
の
官
公
吏
は
、
な
る
べ
く
速
急
に
成
績
を
挙
げ
ん
と
て
氏
子
ど
も
に
勧
め
し
も
、

な
る
た
け
神
社
を
多

金
銭
は
容
易

法
に
至
っ
て
は

全
う
し

一
に
こ

崇
敬
も
大
臣
が
一
片
の
訓
令
を
待
た
ず
と
も

法
を
立
て
て

意
を
尽
し
お
れ
り
。
新
定
の
常
収
あ
る
方

つ
ま
り
神
職
も
な
く
財
産
も
定
ま
ら
ざ
る
廃
社
同
前
の
も

っ
と

の
、
ま
た
運
命
不
定
の
芦
詞
の
類
を
除
き
r

そ
の
他
在
来
の
神
社
を
確
立
せ
し
む
る
に
力
め
た
る
な
り
。

c
 

し
か
る
に
こ
凸
旬
町
司
ぴ
―
杢
項
に
、
村
社
一
年
百
二
十
円
以
上
、
国
叫
叫
天
十
円
以
上
の
常
収
あ
る
方

．
—
つ
と

祭
典
を
全
う
し
、

崇
敬
の
実
を
挙
げ
し
む

と
あ
り
。

祭
典
は
従
来
人
民
好
ん
で
こ
れ
を

当
の
財
産
を
現
有
蓄
積
せ
し
む

と
あ
り
。

社
に
は
基
本
財
産
積
立
法
を
設
け

c
 

村
社
は
年
に
＿
白
二
十
円
以
上
、
無
格
社
は
六
十
円
以
上
の
報
酬
を

c
 

た
だ
し
兼
務
者
に
対
し
て
は
、
村
社
は
六
十
円
、
無
格
社
は
三
十
円
ま
で
減
じ
得
。
ま
た
神

村
社
五
百
円
以
上

C

I

I
二
百
円
以
上
の
現
金
、

ま
た
こ
れ
に
相

出
さ
し
む
。

さ
て
神
社
に
は
必
ず
神
眠
を
置
き

国
祭
神
当
該
地
方
に
功
績
、

縁
故
あ
り
し
社
。

に
同
じ
）
。

四
武
門
、

武
将
、
国
造
、

国
司
、
藩
主
、
領
主
の
崇
敬
あ
り
し
社

奉
幣
、

祈
願
、
社
殿
造
営
等
、
上

寄
進
あ
り
し
類
）
。

国
皇
室
の
崇
敬
を
有
せ
し
社
（
行
幸
、
御
幸
、
奉
幣
、
祈
願
、
殿
社
造
営
、

神
封
、
神
領
、
神
宝
等
の

口
勅
祭
社
、

準
勅
祭
社
。

曰

言

喜

式

j

お
よ
び

「
六
国
史
』
所
載
の
社
と
、
創
立
年
代
の
こ
れ
に
準
ず
べ
き
も
の
。

の
は

合
祀
に
及
ば
ず
と
す
。

そ
の
特
別
の
由
緒
と
は
次
の
五
項
な
り
。

祭
祀
理
由
に
お
い
て

r

特
殊
の
事
惰
あ
る
も
の
と
、
特
別
の
由
緒
あ
る
も
の
に
し
て
、
維
持
確
実
な
る
も

a

b
 

~. 
ごうし

明
治
三
十
九
年
末
、
原
内
相
が
出
せ
し
合
祀
令
は

―
町
村
に
一
社
を
標
準
と
せ
り
。

B

次
の
文
章
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
三
年
度

[
修
'
-
ー
一
畏
程
l

専
門
斜
目

日
本
史
学

コ

ー

ス

早
程
日
大
学
大
学
院
文
学
研
究
料

た
だ
し
地
勢
と

入
学
試
験
閉
題

※
解
答
は
別
紙
盆

8
饂――――一[)

6
|
 

／
 

g
 



(

6

)

 

(

5

)

 

(

4

)

 

(

3

)

 

(

2

)

 

(

1

)

 

こ こ
の
文
章
が
書
か
れ
る
に
至
っ
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
四
百
字
程
度
で
記
せ
。

予
か
か
る
亡
状
を
歎
き
、
同
志
と
と
も
に
抗
議
す
る
こ
と
三
年
、
な
か
ん
ず
く
代
議
士
中
村
啓
次
郎

氏
、
衆
證
院
に
一
時
間
ず
つ
の
質
問
演
説
を
試
む
る
こ
と
す
で
に
二
回
、
ま
た
予
が
蔵
す
る
合
祀
惨
状
の

d

よ

う

や

く

お

し

む

写
真
を
平
田
内
相
に
示
し
、
懇
談
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。
政
府
の
訓
令
窪
々
寛
和
に
趣
く
と
い
え
ど
も
、
地

方
の
吏
員
、
手
を
換
え
品
を
換
え
、
合
祀
を
強
う
る
こ
と
息
ま
ず
。
大
臣
や
神
社
局
長
は
、
決
し
て
合
祀

属
行
を
好
ま
ず
と
明
言
せ
る
に
、
本
年
二
月
和
歌
山
県
知
事
の
神
社
に
関
す
る
訓
―
示
に
は
、
危
激
厳
酷
の

文
字
も
て
「
洩
れ
な
く
整
理
せ
よ
」
、
「
神
社
収
支
決
算
の
時
期
来
た
れ
り
、
こ
の
機
会
を
も
っ
て
厳
に
窮

追
督
励
を
加
え
よ
」
な
ど
述
べ
た
り
。
こ
れ
が
た
め
日
高
郡
な
ど
は
、
神
社
の
収
支
を
、
事
実
に
関
わ
ら

か
し
ら

ず
、
二
百
五
十
円
以
下
に
鰐
む
る
を
得
ず
、
と
令
す
る
に
至
る
。
正
直
の
頭
に
神
宿
る
と
い
い
、
民
信
な

す
い
こ
う

く
ん
ば
立
た
ず
と
言
え
り
。
し
か
る
に
何
ら
急
激
事
に
も
あ
ら
ざ
る
合
祀
を
遂
行
せ
ん
が
た
め
に
、
民
に

強
う
る
に
虚
偽
を
も
っ
て
す
る
も
ま
た
は
な
は
だ
し
。

傍
線
aa
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
百
字
程
度
で
記
せ
。

の
文
章
を
書
い
た
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二
百
字
程
度
で
記
せ
。

傍
線
d
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
百
字
程
度
で
記
せ
。

傍
線
C

に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
百
字
程
度
で
記
せ
。

傍
線
b
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二
百
字
程
度
で
記
せ
。

二

0
二
三
年
度

〖
修
士
誤
桓
]

専
圭
□
i
蒋
目

日
本
史
学

ニ
ー
ス

早
程
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
料

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
姦
藝
・
横
―

-
l

＿
言
）

cl I 1 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

芦又

験
番

号

カナ

氏

名
漠

この欄以外に受験番号、氏名を記入しないこと。

漢宇氏名がない塚合は、ひらがなで記入すること。

日本史学

※選択分野に0を

記入すること

・古代

露中世

闊近世

・近現代

（
裏
へ
続
く
）

総 点

1 / 6 



|
'
こ
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と
ー
ー
—

I I I I I I I I I I I I I I 

（
裏
へ
続
く
）

2/6 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る

」と

裏
へ
続
く
）

3/6 



l I I I I I I I I I I I I I I I I 
J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
J
し
J

（
裏
へ
続
く
）

4/6 



I I I I I I I ー

こ

こ

か

ら

記

入

す

る

こ

と

（
裏
へ
続
く
）

5 / 6 



| 1 9,  , I I I I I I I I I I 
し

れ

： 
塁白
且

［ 
も
哀
し

「

6/6 
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